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"馬 の ない馬車グの将来

森 本 真 佐 男

。将.来の 自動 車へ の 一案(ア メ リカ ・USス チ ー ル社)

1

自動 車 は その はじめ"馬 のない馬 車"(HorslessCarriage)と よ ばれ た時

代 が あった。人や荷物 を運 搬す る交通機関 として、自動車 が発 明 され る前 は、

馬車 がその役 割 を果 して いた。高貴 な人 々のための豪華 な馬車、一般 の人 々

の ための屋根 のな い一頭立 の馬 車、乗合馬 車、荷 馬車 、郵便馬車 、幌馬車 な

ど… …… これ らは動 力が馬 とエ ンヂ ンの差 こそあれ 、今 日の乗用 車、バス、

トラ ック、ステー シ ョン ・ワゴ ンな どと基 本的 には同 じ役割 を果 してい たも

の とい うこ とが出来 よ う。

さ しづ め、馬 にまたが って しっ くす る姿 は今 日の二 輪 車(オ ー トバ イ)の

姿 で あ り、鋤 を引 いて畑 を耕す馬 は トラクター に変 った と見 られ る。人 々は

馬車の原動 力 であ る馬の代 りと してエ ンヂ ンを考 えた。 したが って初期 の 自

動 車 は馬 の ない馬 車 といわれ る通 り、形 も馬車 とそっ くりで、造 り方 も構造 も、

馬車 の それ を踏襲 した。今 日、クーペ(Coupe')と か カブ リオ レー(Cabriolet)
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とかラ ン ドー(Landau)と か い う自動車 の型式 の呼 び名や、 ダッシュ ・ボー

ドなどとい う部分 の名称 は皆馬車の それ か ら来 たもので ある。

2

"馬 の ない馬車ク は しか し自動車(Automobile)と な って正 に 自分で走 り

出 した。す な わ ち動 力がエ ンヂ ンに なって馬車 よ り性 能が よ くな り、構 造 も

改良されて来る媽 車とは違導 卿 ζして独立嗜 エンヂ轡 卑 .

き奴 強力なものになる爨 に・'馬区勲装罩鰹 ㌢ シ・ン・鱒 解

どが・動車としての機能囃 出紺 う.1無 改善されて墜 韓 術

車 よ りはコ ンパ ク トな箱型 にまとめ られ、 いわば 自動 車の典型 が出来:ヒった。

馬 車 とは異 っ た 自動 車の機 能が社会 に浸 透 し、生活 に欠 くこ との出来 ない新

しい交通機 関 の一 つ となって生産 が急増 す るにつ れて コ ンベ ヤー ・ライ ンに

よ る量 産体制 も整 い、車体 も馬車職 人の仕 事 か ら完 全 に脱却 して、 ミデザ イ

ンミ され た もの となった。

3

1930年 の 後半 ごろか ら、 自動 車の性能 がます ます向上 し、道 路 も完備 され

て きて 、 自動 車がス ピー ドの一 つの象徴 と考 え られ るよ うに なると、 それ を

.外観 上 にまで及 ぼ し、ス ピー ドに対 して合理的 な形体 とい うものが追求 され、

いわゆ る流 線型 とい うもの が出現 した。特 に ドイッ ・チエ ッコな ど中欧の理

智 的 な国 々 に あって その傾 向が強 く、 ドイツのア ドラー 、フ オルクス ・ワー

ゲ ン、チエ ッ コの タ トラな どは その代 表 的な もので あ る。 その外観 は空気 力

学 的 に追求 された もの であった。ア メ リカで もクライス ラー社 がま っ先 に流

線型 をと り入 れて、 シャシーに対 してボ デー を前進 させ 、 フー ドは下 げ、ヘ

ッ ドラ ンプ をはめ込み 、ウ ィン ドシール ドはV型 にまげて後方 に傾 け られ、

車体 後部 はゆ るや かに下降 した。今 でい うフ ァス ト・バ ックスタ イル の先駆
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・自動車の人間工学

であ る。 これ らの曲面 の多 い形 を可能 に したの は大型 プ レス加工 と熔接 によ

るオー ル ・スチ ー ル構造 で、生産 方式 にお いて も画期 的 な革新 が なされ た。

1939年 に ア メ リカの 自動 車デザ イナー、 ア レン氏 は 自動車 のス タイルの将来

を予測 して、 自動 車 のスタイルは将 来、除 々に完 全流 線型 になると予言 した。

4

ア レン氏 が 自動 車 のス タイルの未来 を予言 して か ら約30年 後の今 日、果 し

て氏 が予言 した よ うな形 の完全流 線型 に、すべ ての車 が なって いるであろ う

か。 この予言 は外れ た、 といって よいの では ないか と思 われ る経過 をた どっ

・1939年 に ア レ ン氏 が画 い た
、 それ ま での 自動 車 ス タ イ ルの経 過 と未 来 へ の予 想 図
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て いるよ うで あ る。完全流線 型の 自動 車は今 日、わず かに試作 車に それ ら し

いもの を見 るにす ぎない し、完全流線型へ の過 程 と して考 えられた短 いフー'

ドにもなって い ない。

ア レン氏 は次 の点 で大 きな見 ま ちがいが あったよ うで あ る。

(1}自 動 車 の進 歩 を、ス ピー ドの向上 とい うこ とだ けに視点 をお いてい

た。 これは 自動 車はス ピニ ドの象徴 とされ た当時 と して無理 か らぬ

こ とで はあ る。

② 技術 的可能性 の予測 がむ つか しかった。

(3)自 動 車 の用途 の多様 化が考 えられて いなかった。

(4)自 動 車 をと りま く環境 や型態美 に対 す る社 会的感覚 の変化 の予測 を

考慮 しなか った。

自動 車の ス ピー ドの向上 と、ス ピー ドにふ さわ しい型 態の追求 は、 自動 車

を一 変 させ 、 それに ともな ういろいろ な技術 的困難性 を可能 に した。ス ピー

ドの向上 に ともない当然生 じる走 行安定性 の たあのサ スペ ンシ ョンや操 向装

置 、 ブ レー キ、特 に車体重 心 を低 くす るためのサ スペ ンシ ョンとフ レー ムの

組合 せ、背 の低 いエ ンヂ ン、曲面 の多 いボ デー の形 を成立 たせ るた めの カー

ブガ ラス、 ドアー やボ ンネ ッ ト、 トラ ンクなどの部 分的 な技術 的解 決 が あっ

ては じめ て可 能 となった。

しか し外観 は必 ず しも完全流線型へ の直 線 コーズは たど らず、 フー ドは か

えって長 くなった り、車体後 部 は流線型 とは全 く逆 の ノ ッチバ ック(後 部 窓

と トランク との 間にはっ きり段のっ いて いる形)に なぢ た りした。 また、乗

用車 といって もス ピー ド感 の あふ れ るスポー ツカー か ら、最 も収 容能 力の大

きいステー シ ョン ・ワゴンに至 るまで いろ一いろの車種 に分化 して それぞれ に

相応 しいデザ イ ンが なされ、 またノ ッチ ・バ ンクあ りファス トバ ックあ り、

ハー ド トップ あ り等 、いろい ろの タイプが生 れて、 ぎわめ て多様化 した。ス

タイル と しては ス ピー ドに対 す る合理性 の追求 とい うことばか りで なく、 自
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動 車 が生 活 をエ ンジ ョイす るにふ さわ しい形 をあた えること を要求 され、人

々の美 的感覚 を満足 させ る要素 が増大 して、時 には機能 よ り美観 の方が優 先

す るこ ともあった。 イタ リーの カスタムカーの優美 なス タイルは、世 界の 自

動車 ス タイル傾向 に影響 をあたえ るとともに、世界 の 自動車 デザ インは、車

種が 多様化 、多彩化 した一方、一 つに なった。実用 的で しか も装飾性 の強 か

ったアメ リカの 自動 車 も、クラシ ックな伝統 を固執 して いたイギ リスの車 も、

理 ず めで冷 かった ドイッの車 も、 シンプルで面 の美 しさを生 か した造型 へ と

向 って来て い る。

5

自動車 の性 能向 上 にともなって、設計上地道 な研究 と、 デザ イナーの協 力

によって と り入れ られて来 たの は人 間工学的設 計 と安 全性へ の配慮 で ある。

ス ピー ドの向上 に ともな うブ レーキ性能 や走 行安 定性 は 、 自動 車の安全性

の基本 で、 まず重心 の低 い、抵抗 の少 いデザ イ ンへ と指向 して来た。 また外

形 はな るべ く凸起 の少 いス ムー スな面 となった。視 界 を大 き くす るため窓面

積 は拡大 され、視 界 をさまたげる柱 は技術的 に可能 なギ リギ リの太 さまで細

め られ た。メー ター類 は見やす いよ うに運転席 の正 面 に取 りつ け られ、操 作

ハ ン ドルや ノップ類 の操 作 しやす い配置 や形 に なった。 イ ンテ リアのデザ イ

ンは衝 突 の際 なるべ くシ ョックの少 いよ うにす る装備 を基本 に してデザ イン

され る。 それ には計 器板 の クラ ッシュパ ッ ト、コー ンタイプのステア リング・

ハ ン ドル、ソ フ トタ ッチの ドアーサ イ ドトリムや引 手やサ/バ イザー などは

安全性 とス タイ リングを兼ね た苦心の デザ イ ンとい うべ きであろ う。また こ

れ らを可能 にす る材料 や工作法の 開発 の努 力は、 自動 車が大量生産 され るも

ので あ り、かつ絶対 に品質の保証 された もので なけれ.ばな らないので、一 見簡

単 に見 えて も非常 に多 くの試験 と研究 を経 たもので あ る。

自動 車 の性 能向上 に ともな うデザ イ ンの発展 のた め に、 これ を裏 づけ る技
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術 的可能性 と いうことの内容 は、複雑 に して微妙 な一 歩一歩 の積 み重ね であ

る。

6

安 全性 につ いて、技術 者 とデザ イナー のこ ら した地道 な努力 にもか ・わ ら

ず 、自動 車の安 全性 は ます ます重要 な問題 となって来 た。 自動車事故 による

人命 の損傷 が特 に重大問題 となってい るアメ リカでは、 まず政府 買上の車両

にっいて26項 目に わた る安全対策 が施 されて いなければ な らない ことを規定

す るとともに、市販の車両 に対 して も1968年 型 か らほfこ れに近 い安 全対 策

を実施 しなければ な らない ことを決めた もよ うであ る。 これ らの事項 の中 に

はす でに実施 され てい る項 目も多いが、 さ らに追加 しなけれ ばな らな い項 目

も含 んでい る。 これ らの安 全項 目を満足 し、 さ らによ り安 全 な車へ と進 み 、

デザ イ ンと合致 した方 向 に向 ってい くこ とは明 らかで ある。

7

〃馬の ない馬車"は
、は じめ、馬車の馬 をエ ンヂ ンにお きかえた。 その う

ちに その車 は'Automobile'と な って、本 当 に自 らの力で 自 らの道 を走 り

出 した。馬 車 とは似 て も似 っ かないス ピー ドの象徴 とな り、生活 に欠 くこと

の出来 な い、 人間 の重 要 な道具 とな り、人類 の生活 が複 雑 多様 であ るよ'うに

自動 車 もまた多種 、 多様 となった。今 日、将 来 の 自動 車 と して描 かれ る、 い

わゆ る モドリーム ・カーミ には、エヤー カー とか、 自動操 従 とか、色 々の ア

イデアが あ るが、 ア レン氏 がか って予言 した、完 全流線型 の もの た ・"一っ で

は あ り得 な いであろ う。

ス ピー ドの増大 と、 あ らゆ る意味 での安 全性 とが表裏一体 となった もの、

それ を合致 させ たデザ イ ンが、 自動 車の今 日と将 来へ向 っての絶 え ざる目標

である。
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